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A. 研究目的 
 本研究では、純粋小脳型の遺伝性脊髄小脳
変性症を対象にサッケードを計測し、各パラ
メーターを健常者のものと比較し、臨床症状
との対応を検討する。小脳障害に伴う眼球運
動の特徴を抽出し、病態の定量的評価に有用
な指標を検討する。 
 

B. 研究方法 

対象は純粋小脳型の遺伝性脊髄小脳変性症
20 例と健常者 19 名で行った。課題は視覚誘
導性サッケード課題（VGS）と記憶誘導性サッ
ケード課題(MGS)で、中央固視点より 8 方向
10°または 20°の位置にランダムに LED 点灯
を行う形で呈示し、中央固視点消灯後最初の
サッケードの各パラメーターを比較した。 
 
（倫理面への配慮） 

本研究は研究施行施設である東京大学病院
にて倫理委員会の認可を得ている。 
 
C. 研究結果 
 潜時の延長、振幅のばらつきの増大、加速時

間の短縮と減速時間の延長を認め、重症度と
の相関が認められた。ピーク速度は両群で有
意差を認めなかった。有意の変化は、刺激呈示
が縦方向あるいは斜め方向の施行である場合
に出ることが多かった。MGS より VGS で有
意差を認めることが多かった。 
 
D. 考察 
  ① latency の延長 
 小脳は加速と減速の調整を担っていると言
われるが、サッケード開始についての役割は
明らかではない。今回の結果より、サッケード
のタイミング調節に小脳が関与している可能
性あるいは SCA6/31 での脳幹への病変の拡
大の可能性を考えた。   
  ② 振幅のばらつきの増大 
 動物実験では両側小脳虫部不活化により
hypometria の報告があるが、今回の結果では
hypometria と hypermetria の混在が認めら
れた。障害の左右差を反映するのかあるいは
SCA6/31 での室頂核への病変の拡大の可能性
を考えた。 
  ③加速時間の短縮・減速時間の延長      
小脳皮質からの抑制低下により、加速が増加・
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減速が障害されたと考えた。 
以上のパラメーターでは重症度との相関も

認められ、SCA の病態生理との関連が疑われ
た。 
 方向では、垂直・斜め方向で異常を認めるこ
とが多く、少なくとも SCA では、疾患の影響
を受けやすいようである。水平方向サッケー
ドと垂直方向サッケードの経路の違いを反映
している可能性を考えた。 
  小脳疾患では、VGS での異常が MGS より
目立ち、MGS の異常が強く現れる基底核疾患
とは異なると考えられた。 
 
E. 結論 

パラメーターの中で臨床症状との相関を認
める項目が検出された。同一患者の経時的比
較や脊髄小脳変性症の病型による眼球運動異
常の違いも検討することによって、これらの
眼球運動の異常を小脳症状のバイオマーカー
として役立てることができる可能性がある。 
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